
二
〇
〇
六
年
度

法
学
会
研
究
会

第
一
回

二
〇
〇
六
年
六
月
二
八
日
（
水
曜
日
）

「
ア
メ
リ
カ
の
土
壌
汚
染
浄
化
政
策
に
お
け
る

ブ
ラ
ウ
ン
フ
ィ
ー
ル
ド
問
題
へ
の
対
応

ニ
ュ
ー
ジ
ャ
ー
ジ
ー
州
を
中
心
と
し

て

」

黒
坂

則
子

講
師

「
私
人
と
外
国
国
家
と
の
間
の
民
事
紛
争
処
理

手
段
の
確
保
に
つ
い
て

人
権
（
裁
判
を
受
け
る
権
利
）
と
外

国
国
家
の
主
権
（
裁
判
権
免
除
）
の

対
立
の
中
で

」

水
島

朋
則

助
教
授

第
二
回

二
〇
〇
六
年
七
月
二
六
日
（
水
曜
日
）

「
信
義
則
再
考

民
事
責
任
に
お
け
る
不
法
の
抑
止
と

制
裁

」

廣
峰

正
子

講
師

「
自
転
車
競
技
廃
止
に
伴
う
損
失
補
償
」

小
川

一
茂

講
師

第
三
回

二
〇
〇
六
年
一
〇
月
二
五
日
（
水
曜
日
）

「『

対
テ
ロ
戦
争
』
下
に
お
け
る
市
民
的
自
由
と

合
衆
国
最
高
裁

グ
ア
ン
タ
ナ
モ
に
お
け
る
「
敵
性
戦

闘
員
」
の
法
的
処
遇
を
巡
る
動
向

」

塚
田

哲
之

助
教
授

「
遠
隔
診
療
に
対
す
る
法
的
規
律
の
あ
り
方
」

山
下

登

教
授

第
四
回

二
〇
〇
六
年
一
二
月
六
日
（
水
曜
日
）

「
医
療
に
お
け
る
意
思
決
定
の
代
行

ド
イ
ツ
法
と
の
比
較
を
通
し
て

」

石
田

瞳

大
学
院
法
学
研
究
科
修
士
課
程

「
参
考
人
の
虚
偽
供
述
と
証
拠
隠
滅
（
偽
造
）

に
つ
い
て
」

会

報



田
端

裕
哉

大
学
院
法
学
研
究
科
博
士
後
期
課
程

第
五
回

二
〇
〇
七
年
一
月
三
一
日
（
水
曜
日
）

「
利
益
相
反
取
引
に
関
す
る
企
業
倫
理
規
程
の

『W
aiv

e
r

』
に
つ
い
て
の
Ｓ
Ｅ
Ｃ
ル
ー
ル
改

正
の
提
案

A
P

ro
p

o
sal

to
R

e
v

ise
th

e
S

E
C

In
stru

ctio
n

s
fo

r
R

e
p

o
rtin

g
W

aiv
e

rs

o
f

C
o

rp
o

rate
C

o
d

e
s

o
f

E
th

ics

fo
r

C
o

n
flicts

o
f

In
te

re
st

」
森

ま
ど
か

助
教
授

二
〇
〇
六
年
度

法
学
会
研
究
会
・
民
法
部
会

第
一
回

二
〇
〇
六
年
四
月
一
九
日
（
水
曜
日
）

「
判
例
研
究
・
最
判
二
〇
〇
五
年
三
月
二
九
日

判
時
一
八
九
五
号
五
六
頁

地
役
権
者
か
ら
の
通
行
妨
害
の
排
除
が
認
め

ら
れ
た
事
例
」

田
中

康
博

教
授

第
二
回

二
〇
〇
六
年
五
月
一
七
日
（
水
曜
日
）

「
判
例
研
究
・
最
判
平
成
一
七
年
七
月
一
九
日

民
集
五
九
巻
六
号
一
七
八
三
頁

貸
金
業
者
の
債
務
者
に
対
す
る
取
引
履
歴
開

示
義
務
の
有
無
」

加
藤

雅
之

講
師

第
三
回

二
〇
〇
六
年
七
月
二
六
日
（
水
曜
日
）

「
判
例
研
究

最
高
裁
第
一
小
法
廷
平
成
一
四

年
一
月
一
七
日
判
決

民
集
五
六
巻
一
号
二

〇
頁

公
共
工
事
の
請
負
者
が
保
証
事
業
会
社
の
保

証
の
下
に
地
方
公
共
団
体
か
ら
支
払
を
受
け

た
前
払
金
に
つ
い
て
地
方
公
共
団
体
と
請
負

者
と
の
間
の
信
託
契
約
の
成
立
が
認
め
ら
れ

た
事
例
」

小
松

昭
人

助
教
授

第
四
回

二
〇
〇
六
年
一
〇
月
一
八
日
（
水
曜
日
）

「
判
例
研
究

最
三
判
平
成
一
六
年
一
〇
月
二



六
日
裁
時
一
三
七
四
号
三
頁
（
判
時
一
八
八

一
号
六
四
頁
）

不
当
利
得
返
還
訴
訟
に
お
い
て
「
損
失
」
が

発
生
し
て
い
な
い
と
争
う
こ
と
が
信
義
則
に

反
す
る
と
さ
れ
た
事
例
」

廣
峰

正
子

講
師

第
五
回

二
〇
〇
六
年
一
一
月
一
五
日
（
水
曜
日
）

「
判
例
研
究

最
二
判
平
成
一
八
年
九
月
四
日

（
最
高
裁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
）

夫
死
亡
後
凍
結
保
存
精
子
を
用
い
て
妻
が
人

工
授
精
に
よ
り
懐
胎
、
出
生
し
た
子
か
ら
の

死
後
認
知
請
求
」

山
下

登

教
授

第
六
回

二
〇
〇
六
年
一
二
月
二
〇
日
（
水
曜
日
）

「
判
例
研
究

最
高
裁
平
成
一
七
年
二
月
二
二

日
第
三
小
法
廷
判
決
、
民
集
五
九
巻
二
号
三

一
四
頁

動
産
売
買
の
先
取
特
権
者
に
よ
る
物
上
代
位

権
の
行
使
と
目
的
債
権
の
譲
渡
」

西
津

佐
和
子

助
教
授

第
七
回

二
〇
〇
七
年
一
月
二
四
日
（
水
曜
日
）

「
判
例
研
究

最
高
裁
平
成
一
八
年
三
月
一
六

日
第
一
小
法
廷
判
決
、
民
集
六
〇
巻
三
号
七

三
六
頁

囲
繞
地
通
行
権
の
内
容
決
定
の
基
準
」

田
中

康
博

教
授


